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特 集：部 門 紹 介

きかんのみかた

「チーム医療」という言葉を聞いたこと
はありますか？最近の医療現場では、

「チーム医療」が推進されており、医師
だけでなく、医療に従事する多種多様
な医療スタッフが、それぞれの専門性
を活かし、連携・協力してきめ細やか

に患者さんの病状に対応しています。
当院でも、医師・看護師の他に192人
の医療専門職スタッフが働いていて、
日々患者さんの治療に関わり、高度な
専門知識を持ち寄ってチーム医療を
支えています。

「きかんのみかた」第3号では、チーム
医療を支える医療専門職スタッフを
部門ごとに紹介していきます。「治療の場
で患者さんのお目にかかる」医療スタッ
フの仕事を、より身近に感じていただ
き、頼りにしていただければ幸いです。

医師・看護師と共に患者さんの治療をサポートするプロフェッショナル
魚沼基幹病院の8部門を紹介します
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放 射 線 技 術 科

放射線技術科では、診療放射線技師・
医師・看護師が一丸となり、主に放射
線診断と放射線治療の役割を担ってい
ます。診断部門ではレントゲン装置や
CT装置など様々な機器を用いて画像
診断や手術に用いられる画像を撮影・
作成します。移動式装置を用いて手術
室や病室でのレントゲン撮影も行いま
す。放射線治療部門は魚沼地域唯一
の放射線治療施設で、国内でも数少
ない動体追跡システムを利用した高度
な放射線治療を行っています。これら
の検査・治療を適切に行うために機器
の管理や被ばくの管理も行っています。

当科では定期的に勉強会を開催したり、スタッフが各種
認定資格を取得したり、患者さんにとってより良い
医療が提供できるよう日々研鑽に励んでいます。

安心、安全、確実な放射線診療に貢献する
診療放射線技師

宇賀田 彩香

私達の
業務紹介

レントゲンの
位置合わせ中です。

CT
X線を用いて輪切りの画像が
得られます。技師の処理で
3D画像も作成します。

リニアック
高性能な治療機器と、専門
資格を有するスタッフで治療
を行っています。

アンギオ
頭部、心臓、全身の血管を
撮影する装置で、カテーテル
治療に使用されます。

マンモグラフィー
マンモ施設認定を受けていま
す。また、マンモトーム生検
も行っています。

MRI
磁力と電波を用いた装置で、
人体のあらゆる断面の画像
が得られます。

核医学
放射性同位元素を利用して
検査や治療を行っています。

こんな装置を
使っています！
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リハビリテ ーション 技 術 科

こんにちは、リハビリテーション技術科です。
総勢29名のスタッフが在籍し、患者さんが明るくなれるように
いつも元気に楽しくリハビリ業務を行っています。

心と体を元気にする！ がモットーです
作業療法士

相樂 日奈子

豊富なリハビリ設備が
整っています。

私たちリハビリテーション技術科は、
医師の指示のもと安全に配慮しながら、
患者さんの状態に最適なリハビリテー
ションを行っています。医師や看護師
など多くの職種とチームを組み互いに

連携して、患者さんが少しでも早く元の
生活に戻れるように取り組んでいます。
自宅に退院された後でも必要に応じて
外来でリハビリテーションを継続するこ
ともあります。また、魚沼地域で唯一、

心臓リハビリテーションを行っているこ
とも特徴の一つです。今後も魚沼地域
に貢献できるように努めていきます。

理学療法部門
心身に障害がある方が日常生活に復
帰するために、安全に配慮しながら、
座る、立つ、歩くなど基本的な動作能
力の回復を目指して練習や指導を行っ
ています。

作業療法部門
心身に障害がある方に対して、食事や
排泄、入浴など身の回りの動作が再び
できるように練習や指導を行い、生き
生きとした生活が送れるように支援して
います。

言語療法部門
言葉が出にくい、食べ物にむせる、不注
意や物忘れなどの障害を抱えた方に対
して練習や指導を行い、自分らしい生活
が送れるように支援しています。

3つの部門が
サポート

私達の
業務紹介



私たちが行う検査は、血液、尿、体液
などをはじめ、手術で取り出された臓器
や細胞、さらには患者さん自身の体全
体にまで及びます。それぞれの検査は
専門の機器を使って、専門の資格を持つ
技師が実施しています。さらに、当科は、
今まで魚沼地域では実施していなかっ
た遺伝子検査や血液疾患を特定する検
査もできるようになりました。また、2018
年10月には国際標準規格ISO 15189
適合施設として認定されました。今後
は、認定の維持に向け、臨床検査の
品質の担保に努めます。この取り組み
を通してさらなる臨床貢献を果たした
いと考えています。
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臨 床 検 査 科

「臨床に貢献する検査データの迅速提供、効率的な検査運用を
追及する」をスローガンに、日々業務を行っています。
安全性、正確性の維持・向上に努め、継続的に改善しています。

迅速・正確なデータを提供します
臨床検査技師

加藤 義揮

私達の
業務紹介

輸血部門の
検査機器です。

細菌検査
症状をひきおこしている細菌

（起因菌）を見つけだす検査
をしています。

病理検査
顕微鏡で患者さんから採取し
た臓器・尿等の細胞を顕微
鏡で調べる検査を行います。

生理検査
心電図や超音波検査など、
体の構 造や機 能に関する
検査を行います。

検査に必要な
最新機器!!

検体検査
血液、尿などの検体を用い
て診療に必要な検査を実施
しています。

採血室
患者さんに安全、安心な採
血を提供するため、日々研鑽
を積んでいます。

輸血検査
安全な輸血を行うための検査
と、輸血用血液の保管・管理
をしています。
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栄 養 管 理 科

栄養管理科は、管理栄養士7名、給食
委託会社32名で構成されています。
主に食事提供と患者さんの栄養管理、
栄養相談を行っています。食事も治療
の一環として、入院患者さんの栄養状
態を把握し、治療効果を高めるために
栄養サポートチームをはじめとする各
種チーム医療活動にも参加しています。
また、食事は患者さんにとって楽しみ
の一つでもあります。食材は地産地消
を心がけ、季節に合わせた食材を使用
し、郷土料理や行事食などを取り入れ
て、美味しく安心・安全な食事提供に
努めています。

生きる上で欠かすことのできない毎日の食事。
私たち管理栄養士は医師をはじめとする多職種と協働して、
患者さん個々に対応した食事や栄養補給法を検討しています。

『食べることは生きること』をサポートします 管理栄養士

常山 智佳

私達の
業務紹介外来栄養相談の

様子です。

栄養管理
管理栄養士は病棟担当制
です。お気軽にお声がけく
ださい。

給食管理
安心・安全な食事提供の
ため、衛生管理も徹底して
います。

栄養相談
外来のほか、入院中の患者さ
んにも、必要に応じて栄養相
談を行っています。

チーム医療
各科カンファレンスに参加し、
病状に合わせた栄養管理を
行っています。

糖尿病教室
糖尿病治療には欠かせない
食事療法の基本や必要性に
ついて説明します。

食事の一例
嗜好調査や残食調査の結果
をもとに喜ばれる食事の提供
に努めています。

業務の一部を
ご紹介します！
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薬 剤 部 私達の
業務紹介

私たち薬剤師は、チーム医療において
良質な薬物治療の提供と、医療の安全
確保に貢献するという基本使命を果た
すため、医師、看護師をはじめ、他の

医療スタッフと連携しながら、業務を
進めています。入院患者さんへの薬の
説明、効き具合や副作用などの聴き取
りを行い、医師・看護師等と情報共有

しています。病棟カンファ
レンスや各種チーム医療
に参加し、患者さんへ
最適な薬物治療を提供
できるよう、支援します。
また、安心・安全を第
一に考え、チェック機能
を備えた調剤機器を各
種導入しており、信頼
性の高い調剤が実現で
きています。

調剤部門
薬の量や使用方法・相互作用などを確認し
たうえで、調剤します。肝機能や腎機能など
検査データもチェックします。

注射・薬品管理部門
注射薬の供給はオーダ情報に基づいて、患者
さん毎に払出しています。注射薬自動払出装
置を利用します。

製剤部門
注射薬混注監査システムを活用し、注射用
抗がん剤のミキシングを行います。

医薬品情報管理部門
医薬品に関する様々な情報を収集し、医療
スタッフや患者さんに情報提供します。

薬剤管理指導部門
入院患者さんの薬物治療管理に積極的に関
わっています。

安心・安全な薬物治療への貢献とチーム医療への参画

臨 床 工 学 科 私達の
業務紹介

病院内には「医療機器」と呼ばれる診療
に欠かせない様々な機器が多数存在し、
それらを最大限活用して色々な職種が
診療を行っております。私たち臨床工

学技士は、医療機器のスペシャリスト
として、医療機器の保守点検や管理、
機器の操作を通じて、安全性の高い
医療を提供しています。魚沼の地にて、

当院に配備してい
る高機能な医療
機 器 を 駆 使 し、
医療機器を介し
て多職種と連携
しながら、患者さ
んが安心して当院
での診療を受け
られるよう寄与し
ていきます。

医療機器のスペシャリスト集団

医療機器管理業務
340台以上の医療機器の保守・点検等の中央
管理をしています。また医療機器に関する
院内研修、教育活動もしています。

透析室業務
腎臓の機能が低下した患者さんに使用する
透析装置を操作、管理します。超音波で、
治療に必要な血管（シャント）の計測なども
行っています。

集中治療、補助循環業務
人工呼吸器、ECMO（体外式膜型人工肺）、
血液浄化装置（透析装置）等の操作、管理を
行います。

手術業務
腹腔鏡などの鏡視下手術、自己血回収装置
など、手術で使用する様々な医療機器を操作・
管理し、円滑な手術をサポートします。
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患 者 サ ポ ートセンター

患者サポートセンターの業務は、大き
く分けると下記の３つになります。窓口
では、紹介状をお持ちの患者さんの
受付や予約の確認、外来のご案内を
行っています。患者相談では、相談を

ご希望される当院の患者さんからお話
を伺っています。私が所属している退院
支援では、入院された患者さんやその
ご家族の方々に対して「退院後の生活
をどう送っていくか」を一緒に考え、

必要な支援を行っています。支援が
必要な患者さんに対して必要な支援を
行う、まさに名前のとおり患者さんの
サポートを行う部署です。

地域の皆さまが住み慣れたこの地域で
継続して保健・医療・福祉・介護が受けられるよう、
関係する機関と協力し、円滑な支援を図ります。

魚沼基幹病院と地域をつなぐ窓口です

窓口（紹介・逆紹介）
病院やクリニックからの紹介状を受け取
り当院の外来受診予約を調整したり、
他病院の外来受診予約をとったりと、
紹介・逆紹介の窓口を担っています。

患者相談
医療ソーシャルワーカーまたは看護師が
無料で相談をお受けします。個人情報
に十分配慮し、秘密は厳守します。治療、
生活、介護等でお困りのことがありまし
たらご相談ください。

入院支援・退院支援
【入院支援】入院予定の患者さんに安心
して入院生活をお送りいただけるよう、
入院前に面談を行っています。

【退院支援】退院後の生活について関係
者と一緒に相談・準備をします。

医療ソーシャルワーカー

相澤 亘太

正面玄関の右手を
まっすぐに進み、

この看板が目印です

なくてはならない
３本柱！

私達の
業務紹介



魚沼基幹病院は、新潟県が設置し、一般財団法人新潟県地域医療推進機構

が運営する病院です。

病院に併設される新潟大学医歯学総合病院魚沼地域医療教育センターと

連携し、地域医療に貢献する医療人の育成にも力を注ぎます。

一般財団法人 新潟県地域医療推進機構  魚沼基幹病院
〒949-7302新潟県南魚沼市浦佐4132   

Tel 025-777-3200（代）　Fax 025-777-2811（代）　 

　 　　　　　　　　　　    　　　　hp　https://www.uonuma-kikan-hospital.jp/ 

　  facebook.com/UonumakikanHospital　　  twitter.com/UonumaKikanHosp
「フォロー」「いいね」「リツイート」「シェア」お願いします。

魚沼基幹病院 検索

精 神 医 療 支 援 科

その人らしい暮らしをサポートします
医療ソーシャルワーカー

横山 育海

私達の
業務紹介 今日も朝から

電話が鳴っています。

こんにちは、精神医療支援科です。医師・
看護師・精神保健福祉士・作業療法
士・臨床心理士・ドクターズクラーク
といった多職種で連携しながら患者さ
ん一人ひとりに合わせてサポートを行い

ます。統合失調症やうつ病、自閉スペ
クトラム症、アルコール依存症などの
疾患を抱え、生きづらさを感じながら
生活している人を対象としています。
治療のこと、日々の悩みやお金のこと、

サービスに関することなど幅広い事柄
について一緒に悩み、考えます。長い
お付き合いになることもありますが、
地域の支援機関とも協力し、伴走して
いきたいと思います。

デイケアあすなろ
外来リハビリテーションのひとつで、
地域や家庭でより生活しやすくするため
に、集まって色々な活動をする場所で
す。人との関わり方を学んだり、練習
したり出来ます。

訪問看護
精神に障害を持ちながら地域で生活し
ている患者さんが、家庭や地域社会で
安心して日常生活を送る事が出来る
よう、スタッフが定期的にご自宅等へ
訪問し、必要なお手伝いを致します。

精神科作業療法
東８病棟に入院中の患者さんを対象に
実施しています。様々な活動を通し、
楽しみながら自信を回復したり、適度
なストレスを利用して健康的な生活を
送るための準備をします。

精神科リハビリ
テーション

長期の経過をたどることが多い精神疾患の患者さんに対し、
色々な職種のスタッフがそれぞれの専門性を発揮しながら、
総合的な視点で治療や回復期の段階に応じた支援を行っています。


